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INVESTIGATION OF SENSORY TEST OF TRIAL SA爪IPLES OF CANNED  
CARBONATED DRINKS  

Eyuzo Oda，Tomoko Oka血amd Miyako Sato．  

Fiffy Lour panels of descriminatioJllest on can皿ed carboElated drinks failed to distinguish  

anyd；fferencein flavor between the products packedin SC－type cans and those；n conve・  

皿tionalglass container5．   

By another panelresearch，nO Significant diffcrcncein tolalprcfcrencewas found between  

two commercialbottlcd cider samples of differellt manufacturers．  

要  旨  

炭酸ガス入飲料について，54名のJudgeにつき識別テストを行なった結果，SCタイプの缶を  

用いたむ詰と，在来のビン語との間に区別をつけるけとが出来なかつた．   

草，市販ビン語サイダーの二つの異なったメーカーの製品について，噂好調査を行なった結果，  

差異は表現出来なかった．  

1．緒  

炭酸ガス入飲料ほ，一般にガラスビンに詰められて市販されている．これを金属容器を用いた缶  

詰とした場合の官能検査を行なってみた．   

試料は．市販されている二社商品のどン話サイダーを用いて検討を行なってみた．官能検査に協  

力敵った人々は，関西官能検査研究会の会員で，月例会に出席された54名の諸氏に御願した．   

実施の方法については，これを品質（Quality）テストとすべきか，識別（Diffcrence）テストと  

すべきか，判断に迷ったが両者に解析し得るように試料を並べ質問書を作成した．  

2．準  備  

ビン詰サイダーK及びサイダーMをそれぞれ0～40C に冷却後．開栓し，直ちiこSC－200号缶に  

改良型5hl－シーマーを用いて缶詰とし，20日貯蔵した．  

試 料 名   

K－C K社製市販サイダーのビン語で，これをコン′トロール群とした．   

K－O K－C群と全く同一のどン詰を準備Lた．   

K－P K－C評を缶詰とし，冬期室温で貯蔵せるもの．   

K－Q K－P群と同一のもので，これを37？C恒温室に貯蔵せるもの．  

同様に  

－192－   



M－C群 コントロール群．  

M社製市販サイダービン語．  

M－Ⅹ辟 コントロールと同一ビン詰．  

M－Y群 室温貯蔵の缶詰．  

M卜Z群 370C恒温貯蔵の缶詰．   

以上の試料をあらかじめ準隣し，20日間の貯蔵後，これ等を開僅（或は開缶）し，各々10本宛を  

透明な2L用マイヤーフラスコ内に移し，混合後，一夜定温下に放置して，炭酸ガス溶解農を常圧定  

温下で順化せしめた後，官能検査用の試料とした．  

3．判定人に提出した質問書，其他   

これは，炭酸ガス入飲料ですが．  

試料ほ炭敢ガス量を定温で常圧にしてあります．   

① 明示晶（コントロール）と同じものに0翔をつけて下さい．   

Ⅰ群 コントロー′レK，K－0．K－P，K－Q．  

H群 コントロールM，M－Ⅹ，M－Y，M－Z．   

G）又，良くないと思う晶があれば△印をつけて下さい．  

1群  K－0，K－P、K－Q．  

□群  M－Ⅹ，M－Y，M－Z．   

③ 意見があれば書いて下さい．   

④ 明示品（コントロール）KとMと．どららが良いと思いますかア  

4．集計結果とその解釈  

①の質問に対する解答  

サイダーK群について  

明示晶と同一のものK－0を選び出した票数14  

室温貯蔵の缶詰K－Pを選び出した票数  22   

高温貯蔵の缶詰K‾Qを選び出した 

計  

サイダーM詰について  

明示晶と同一のものM－Ⅹを選び出Lた票数15  

室温貯蔵の缶詰M－Yを選び出した票数  22  

高温貯蔵の缶詰M－Zを選び出した票数   16  
計   53  

TriaLlgleによるDifference test的解釈  

サイダーK詳について  

E≡（1中22十17）×→18  
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E’＝（ユ打22十17）x÷≒35  

J孟；上些三些て十  
（39－35）？4－さ．4つ  

＋一言㌻≒0．88イ0．45  
18     35  18‘35   

才芸＝1・33く・r2（ダ＝1α＝0．05）＝3．84  

サイダーM群について  

E…（15＋22十16）弓ト18  

E′＝（15122＋16）×÷≒35  

（15－18）ゴ．（38－35）ワ  
＝十≒0・5十0・25   ・l■＝   ＋一、ヱ  

18      35  

J言こ0．75くJ‥ご（ァ＝18【＝0．05）＝3．84  

（勤の質問に対する解答   

サイダーⅩ群について  

ビン詰K－0を良くないと答えた票数  12   

室温貯蔵缶詰K－Pを良くないと答えた票顔 12  

高温貯蔵船語K－Qを良くないと答えた票数 15  
計  39  

サイダーM群忙ついて  

ビン語M一Ⅹを良くないと答えた票数  12   

室温貯蔵缶詰M－Yを良くないと答えた票数 11   

高温貯蔵缶詰M－Zを良くないと答えた票数 13  
計   36  

Qualitylesl的解釈  

サイダーK群について  

E＝（12十12＋15）×＝11  

E■＝（12＋12十15）×÷＝26  

ェ岩ニー払二迎」＋J       11  ＝＋唖9十0・4   

エ孟＝1・3＜∬2（p＝1α＝0．05）＝3．84  

サイダーM群について  

E＝（】2十11＋13）×－－＝12  

E●＝（121－11十13）×1－＝24  

ズ；＝彗姜む－十塾壱書生三  こ0  
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ご岩＜∫ワ（p＝1αニ0・05）＝3・84  

期待値を重視した解釈  

即ち判定暑が有識者の集団であるため，判定票が細かく．3群に分散される可能性ほ多い・  

サイダーKについて  

E＝＝13  

（12－13）ヨ．（15－13）ご  
∫芸＝u2：Jが＋  ＝×  （12十1ご十2一つ －0．46   

13  13  13   

∬岩＝0．46＜エワ（p＝3－1こ2 α＝0・05）＝5・99   

サイダーれⅠについて   

E＝＝12  

J二 ＋－（1ti喜21ニ＋」1萱i書写㌍－＝忘（Oトド＋1ヤ）≒0・16   

ごご冨ニ0・16＜Jご（p＝3－1＝2 α＝0・05）ニ5・99  

④の質問に対する解答   

サイダーK－Cを良いと答えた票数  22   

サイダー九トCを良いと答えた票数  24  
計  46  

Prcfercnce test的解釈   

E芸（22＋24）x一L－＝23   

ェ孟ニ▼←埋諾旦ヒ×2＝意×2≒0・08   

ズ岩ニ0．08＜・rご（ダ＝1αニ0・05）＝3・84  

5．再度のテ スト  

同様の目的で異なるパネルを用いて，グレープジュースタイプの炭酸ガス入飲料につき嗜好テス  

トを行なって見た．  

① 供 試 晶   

A 新しく調製した飲料   

B 缶詰とLて3ケ月間室蘭で貯蔵した飲料  

◎ テストの方法  

1．人 数 20、30才15名  

31←40才 8名  

41才以上 5二賞 計28名   

2．質問書  

A，Bどちらの飲料が好きですかア  
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好きな方をこ○印をつけて下さい．  

（孟，試料につき何ら説明を行わない）  

◎ 結  果   

Aを好むと答えた人 12名   

Bを好むと答えた人 14名  

無返答（或ほ重なし）2名 計28名   

即ち，今回の補充テストの結果も，炭酸ガス入飲料をSC一夕イブの缶を用いて缶詰とし，3ケ月  

間の室温貯蔵後の嗜好テスト結果では，新しく調製した飲料との間に統計処理を行うまでもなく，  

12／14比で．差異が現われていない．  

6．結  語  

本件についての判定に協力願サた人数は54名であり．その内，無解答の票については，数式上絵  

外してある．上記の如く簡単な手法のみを種々応用して，解析を行なった結果，全ての質問に対し  

て有意差が現われなかった．即ち  

1．炭酸ガス入飲料をSCタイプの缶を用いて缶詰としても，ビン詰と区別をつけることが出来  

ない．   

2．市販サイダーK社製晶と加工社製晶について嗜好的な差異は表現出来ない．  

最動こ試料製造及び判定に協力願った多数の諸氏に深謝の意を表します．  
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